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江
南
の
橘
為
江
北
枳

【
書
き
下
し
文
】

晏
子
将
に
荊
に
使
ひ
せ
ん
と
す
。
荊
王
之
を
聞
き
て
、
左
右
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
「
晏
子
は
賢
人
な
り
。
今
方
に
来
た
ら
ん
と
す
。
之
を
辱
め
ん
と
欲

す
。
何
を
以
て
せ
ん
や
。
」
と
。
左
右
対
へ
て
曰
は
く
、
「
為
し
其
れ
来
た
ら
ば
、
臣
請
ふ
一
人
を
縛
し
、
王
を
過
ぎ
て
行
か
ん
。
」
と
。

是
に
於
い
て
荊
王
晏
子
と
立
ち
て
語
る
。
一
人
を
縛
し
、
王
を
過
ぎ
て
行
く
も
の
有
り
。
王
曰
は
く
、「
何
為
る
者
ぞ
や
。
」
と
。
対
へ
て
曰
は
く
、「
斉

人
な
り
。
」
と
。
王
曰
は
く
、
「
何
に
か
坐
せ
る
。
」
と
。
曰
は
く
、
「
盗
に
坐
せ
り
。
」
と
。
王
曰
は
く
、
「
斉
人
固
よ
り
盗
す
る
か
。
」
と
。
晏
子
之
を
反

顧
し
て
曰
は
く
、
「
江
南
に
橘
有
り
、
斉
王
人
を
し
て
之
を
取
ら
し
め
て
之
を
江
北
に
樹
う
る
に
、
生
じ
て
橘
と
為
ら
ず
し
て
、
乃
ち
枳
と
為
る
。
然
る

所
以
の
者
は
何
ぞ
。
其
の
土
地
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
な
り
。
今
斉
人
斉
に
居
り
て
は
盗
せ
ず
之
を
荊
に
来
た
せ
ば
盗
す
。
土
地
の
之
を
し
て
然
ら
し
む

る
無
き
を
得
ん
や
。
」
と
。
荊
王
曰
は
く
、
「
吾
子
を
傷
な
は
ん
と
欲
し
て
反
つ
て
自
ら
中
つ
る
な
り
。
」
と
。

【
現
代
語
訳
】

晏
子
が
荊
に
使
者
と
し
て
行
こ
う
と
し
て
い
た
。
荊
王
が
こ
れ
を
聞
い
て
、
側
近
た
ち
に
告
げ
て
言
う
こ
と
に
は
、
「
晏
子
は
立
派
な
人
物
で
あ
る
。

今
ち
ょ
う
ど
（
荊
に
）
来
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
辱
め
て
や
ろ
う
と
思
う
。
ど
の
よ
う
に
し
て
（
辱
め
を
）
行
お
う
か
。
」
と
。
側
近
が
答
え
て
言

う
こ
と
に
は
、
「
も
し
（
晏
子
が
）
来
た
ら
、
ど
う
か
私
に
一
人
の
者
を
縛
り
上
げ
、
王
の
側
を
通
り
か
か
ら
せ
て
下
さ
い
。
」
と
。

そ
こ
で
荊
王
は
晏
子
と
立
っ
て
話
を
し
た
。
一
人
の
者
を
縛
り
上
げ
、
王
の
側
を
通
り
か
か
る
者
が
い
た
。
王
が
言
う
こ
と
に
は
、
「
（
そ
の
者
は
）

何
者
か
。
」
と
。
（
側
近
が
）
答
え
て
言
う
こ
と
に
は
、
「
斉
の
人
で
す
。
」
と
。
王
が
言
う
こ
と
に
は
、
「
何
の
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
の
か
。
」
と
。
（
側
近

が
）
言
う
こ
と
に
は
、
「
盗
み
の
罪
に
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
」
と
。
王
が
言
う
こ
と
に
は
、
「
斉
の
人
は
も
と
も
と
盗
み
を
行
う
の
か
。
」
と
。
晏
子
が

こ
れ
を
振
り
返
っ
て
見
て
言
う
こ
と
に
は
、
「
江
南
に
橘
と
い
う
木
が
あ
り
ま
す
。
斉
王
が
人
に
こ
れ
を
取
ら
せ
て
江
北
に
植
え
た
と
こ
ろ
、
生
長
し
て

橘
に
は
な
ら
ず
、
意
外
に
も
枳
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
な
っ
た
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
土
地
柄
が
こ
れ
（
橘
）
に
そ
う
（
枳
に
）
な
ら
せ
る
の
で

す
。
今
、
斉
の
人
が
斉
に
い
れ
ば
盗
み
を
せ
ず
、
こ
れ
を
荊
に
連
れ
て
く
れ
ば
盗
み
を
し
ま
す
。
（
そ
れ
は
）
土
地
柄
が
斉
の
人
に
盗
み
を
行
わ
せ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。
荊
王
が
言
う
こ
と
に
は
、
「
私
は
あ
な
た
を
や
り
こ
め
よ
う
と
し
て
反
対
に
自
分
自
身
が
同
じ
目
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
」

と
。
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